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( 2 1 ) 繊維 産業の 構 造 調整 と輸入 政 策

一

紙
維
産
業
の

国

際
調

整
問
題

最
近

産
業
と

貿
易
の

調

整
問
題
が

対

外

政

策
で

も

国
内
政

策
で

も
と

り

上

げ

ら

れ
る

こ

と

が

多
い

｡

輸
入

品
と

競
合
す

る

国

内
産

業
の

困

難
は

決
し

て

新
し
い

問

題
で

は

な
い

が
､

そ

れ

が

拡

大
且

深

刻
化
し

て

い

る

嘉
に

ほ
､

先

進
国

間
及

び

先

進
国

一

･

発
展
途
上

国
間
の

相

互

依
存
関
係
が

高
ま
っ

て
､

諸

国
の

産
業
の

間
の

競
合

関
係

､

補
完
関
係
二

つ

と

も

に

強
め

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

あ

る
｡

日

本
が

直
面

す
る

多
様
な

国
際
産
業
調
整
問
題
の

中
で

､

繊
維

産
業
調

整
は

日

本
と

ア

ジ

ア

の

発
展
途
上

国
と

の

今
後
の

国
際
分

業
関
係
の

方

向
を

ト
う
も
の

と

し
て

関
心
を

集
め

て

い

る
｡

絨
推

産
業
は

こ

れ

ら

新
興
工

業
国
及

び

そ

れ

に

続
く

国
々

に

と
っ

て

輸

入

代
替
か

ら

輸

出
化
に

発
展
さ

せ

た

少
数
の

有
望
産
業
の

一

つ

で

山

澤

逸

平

あ
る

｡

他

方

日

本
に

と
っ

て

は
､

そ

れ

は

か

つ

て

の

花
形
輸
出
産

業
で

あ
っ

た

が
､

過

去
三

〇

年
間
に

急
速
に

比

較
劣
位
化

し
て

､

輸
出
減
過
と

輸
入

増
大
を

経
験
し
た

代
表
的

な

成

熟
産
業
で

あ
る

か

ら

で

あ

る
｡

発
展
途
上

国
の

追
い

上

げ

に

対

す
る

先

進
国
の

対

応
に

は

二

通

り

あ

る
｡

各
種
の

輸
入

制
限

措
置
に

よ
っ

て

輸
入

圧

力

そ

の

も
の

を

抑
制
し
ょ

う
と

す
る

防
衛
的
調

整
政

策
(

2
e

g
m

邑

孟
A
d

首
∽

テ

m
O

已

勺
○
-

訂
¥

2
A
勺
)

と
､

逆
に

輸

入

競

争

圧

力

を

と

り

入

れ

て

国
内
企

業
の

自
発
的
対

応
を

促
進

す

る

積

極

的

調

整

政

策

(

P
O
∽

賢
才
e

A
d
j

宏
t

日
e

ロ
t

勺
○
-
-

n

プ

勺
A
勺
)

と

で

あ
る

｡

一

九
七

八
年
五

月
O

E

C

D

の

閣

僚
理

事
会
は

､

先

進
国

と

発
展
途
上

国

と
の

間
の

補
完
関
係
を

正

し

く

認

識
し

て
､

P

A
P

の

方

向
を

打

出
し
た

｡

し
か

し
そ

れ

は

多
分
に

建
前
セ

あ
っ

て
､

各
国
の

現
実

似
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の

対

応
に

は

N

A

P

の

性
椅
が

濃
い

｡

長
ら

く

比

較
劣
位
化
に

悩

ん

で

き

た

繊
維
産
業
で

は

特
に

そ

の

傾
向
が

強
く

､

M

F

A

(

多

種
繊
維
製
晶

協
定
)

の

下
で

繊
維
品
の

管
理

貿
易
化
が

進
行
し
て

い

る
｡

M

F

A

に

お

い

て

日

本
は

先

進
国
中
唯

一

､

輸
入

規
制
を

行
な

わ

な
い

自
由
輸
入

政

策
を

と
っ

て

き

た
｡

し

か

し

最
近
の

輸
入

増

大
傾
向
の

中
で

繊
維
業
界
を

中
心
に

日

本

国

内
で

も

輸
入

規

制
要

求
の

声
が

高
ま
っ

て

い

る
｡

し

か

し

上

述
の

よ

う
に

そ
の

帰
趨
は

た

だ

絨
維
貿
易
の

み

に

止
ま

ら

ず
､

日

本
の

対

発
展
途
上

国
経

済

調

整
を

規
定
す

る

も
の

と

な

ろ

う
｡

本
稿
で

は

日

本
の

絨
推
産
業
の

調

整
過

程
を

分

析
し
て

､

こ

の

政

策
問
題
に

対

す

る
一

つ

の

回

答
を

用
意
し

ょ

う
と

試
み

る

も
の

で

あ

る
｡

〓

日

本
織
維
産
業
と

国
際
環
境
の

変
化

日

本
の

繊
維
産
業
が

直
面

す
る

調

整
問
題
を

理

解
す
る

に

は
､

世
界

､

特
に

東
･

束
南
ア

ジ

ア

で

の

日

本
の

絨
推
生

産
･

貿
易
の

推
移
を

眺
め
る

の

が

手
取
り

早
い

｡

一

九
五

〇

年
代
の

初
め

､

日

本
ほ

東
･

東
南
ア

ジ

ア

地

域
で

の

ほ

と

ん

ど

唯
一

の

近

代
的

繊

維

生

産
国

･

輸
出
国
で

あ
っ

た
｡

近

代
的
な

繊
維
工

業
は

台
湾

･

香

港
で

一

九

五

〇

年
代
初
め
か

ら
､

韓
国
で

一

九
五

〇

年
代
半
ば
か

㍊月
じ

ら

始
ま
っ

た

が
､

香

港
は

別
と

し
て

一

九

六

〇

年
代
に

入

る

ま
で

は

輸
出
余
力
を

も
た

な

か
っ

た
｡

一

九
五

〇

年
代
後
半
で

も
A

S

E

A

N

諸
国
の

綿
工

業
は

始
ま
っ

た

ば
か

り
で

､

東
南
ア

ジ

ア

は

日

本
の

綿
製
品
の

主
要

輸
出
先
で

あ
っ

た
｡

一

九
六

〇

年
代
に

は

A

S

E

A

N

の

綿
製
品
の

輸
入

代
替
は

急

速
に

進
ん

だ
■｡

こ

れ

に

ほ

日

本
の

織
推
企
業
が

こ

れ

ら

諸

国
政
府

の

積
極
的
誘
致

政

策
に

呼
応
し
て

輸
出
か

ら

企
業
進
出
･

現
地

生

産
に

切
り

替
え

た

こ

と

も

貢
献
し
て

い

る
｡

東
ア

ジ

ア

三

国
の

対
■

米
綿
製
品

輸
出
は

こ

の

期
間
内
に

増
大
し

､

日

本
品
に

置
き

代
わ

■

っ

て

い

っ

た
｡

こ

の

期
間
に

日

本
の

綿
製
品

輸
出
は

米
国
市

場
で

は

東
ア

ジ

ア

製
品
に

､

A

S

E

A

N

市

場
で

は

地

元

製
品
(

そ

の

大
き

な

割
合
が

日

本
と

地

元

と
の

合
弁
企

業
製
品
だ

が
)

に

置
き

代
わ

ら

れ

た
｡

こ

れ

が

日

本
の

絨
推
産

業
調

整
問
題
の

第
一

局

面

で

あ

る
｡

化

学
繊
維
糸

･

臓
物
の

生

産
は

東
ア

ジ

ア
･

A

S

E

A

N

諸
国
と

も
一

九

六

〇

年
代
後
半
か

ら

始
ま
っ

た

が
､

一

九
七

〇

年
代
初
め
に

か

け
て

急
速
に

輸
入

代
替
を

達
成
し

､

輸
出
化
に

進

ん

だ
｡

一

九
七

〇

年
代
後
半
に

な
る

と
A

S

E

A

N

諸

国
か

ら
の

輸
出

化
が

本
希
化
し

た
｡

す
で

に

十

分
な

競
争
力
を

つ

け
､

ヨ

一

口

ブ

ぺ

r

す
円

ナ

｢

ト

叫

-

ぃ

ゃ

.

･

締
り

れ

r
ノ
1
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( 2 3 ) 繊維産業 の 構造 調整 と輸入 政策

表 1 日 本 の 絨維需給表 : 1 9 5 5 - 7 9 ( 単位 : 千 ト ン
,

% )

国 内需要 輸 出 国 内生 産 輸 入 Ⅹ/ S M / D

( D ) ( Ⅹ) ( S) ( 班) ( % ) ( % )

4 3 9 . 1 0 .7

4 3 8 .3 0 .5

6 3 1 . 6 0 .6

6 3 3 0 . 0 4 .3

8 7 3 3 .8 5 .8

3 3 .8 9 .4

2 4 .5 1 7 .8

3 1 .9 1 4 .7

3 4 .0 1 0 .0

3 1 .8 1 1 ,0

38 .5 1 0 .8

2 8 .8 1 8 .2

2 4 .5 18 .0

1 43

3 43

2 1 1

1 4 1

1 6 9

1 6 7

7

0
ノ

1

3

3

3

2

0

′

b

′

q

5

0

8

8

q
/

0

4

5

2

7

7

′
h

U

3

7

3

4

A
T

7

0

5

7

7

8

2

5

0

1

1

2

q
ノ

8

0

8

q
/

0

,

-

,

,

･
ノ

ー

ー

･
I

,
･

,

,

▲

l

1

2

2

2

2

1

1

2

1

1

2

1 9 5 5 5 46 3 4 1

4 8 7

4 9 5

6 1 0

7 3 5

7 1 9

5 5 0

6 2 2

6 3 9

6 3 7

7 1 0

5 6 8

805

っ

J

O

4

′

0

8

2

1

4

3

1

8

7

4

5

4

9

2

3

3

0

っ

J

1

3

8

7

0

A
T

4

一

)ヽ

q
/

4

4

5

4

7

8

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1 9 6 0

1 9(i5

1 9 7 0

1 9 7 1

1 97 2

1 9 73

1 9 7 4

1 9 75

1 9 7 6

1 9 7 7

1 9 7 8

1 9 7 9

( 注) ( 1 ) 衣料用
,
産業用全蔵維製品を 糸ベース 換算 し た もの

｡

( 2 ) 流通在庫 が ある た め D ＋ Ⅹ = S ＋ M は正確 iこ ほ成立し な い
｡

( 出所) 通産省 『新 し い 抜維産業 の あり方』1 9 7 7 年･ 同省 『産業構造 の 長期 ゲィ ジ ま ン』 1 9 79 年｡

パ
､

中
近

東
に

も

輸
出
先
を

拡
大
し

た

東
ア

ジ

ア

製
品
を

先

頭
に

日

本
市

場
へ

の

浸
透
も

始
ま
っ

た
｡

日

本
で

は
→

九
七

〇

年
代
初

め

ま
で

の

高
度
成

長
下
で

の

人

手
不

足
と

貸
金

上

昇
と

一

九

七
一

､

七
三

､

七

八

年
と

繰
り

返

さ

れ

た

大

幅
な

円

高
化

､

そ

れ

に

関
税

引
下

げ
､

一

般
特

恵
関
税
実
施
な

ど
の

要
因
が

重

な

り

あ
っ

て
､

繊
維
品
の

競
争
力
ほ

大
き

く

減
退

し
て

､

下

級
品
を

中
心
に

輸
入

が

急
増
し
た

の

で

あ

る
｡

日

本
の

績
推
産
業
は

今

度
は

国

内

市
場

で

他
の

ア

ジ

ア

諸

国
産
品
と

競
合
す

る

こ

と

に

な
っ

た
｡

こ

れ

が

日

本
絨
維
産
業
調
整
問
題
の

第
二

局

面
で

あ
る

｡

し
か

し
だ

か

ら

と

い

っ

て
､

日

本
の

繊
維
産
業
が

過

去
三

〇

年

間
衰
退
し
っ

づ

け

て

き
た

わ

け
で

は

な
い

｡

そ

れ

ど

こ

ろ

か
､

こ

の

間
に

化

学
繊
維
を

中
心
に

､

国
内

生

産
を

三

倍
増
し

､

海
外

直

接
投
資
も

積
極
的
に

行
な
っ

て

き
た

｡

鉄
鋼
や

自
動

車
の

生

産
増

加
に

は

及

ば

な
い

が
､

一

九
七

〇

年
代
初
め
ま

で

着
実
に

拡
大
し

て

き

た

の

で

あ

る
｡

着
実
な

生

産
成

長
の

原
因
は

内

需
の

成
長
に

あ

る
｡

表
1

に

は

全

繊
維
製
晶
の

需
給
を

糸
ベ

ー

ス

換
算
で

示

し
て

あ
る

｡

一

九
七

〇

年
代
の

初
め

に

転
換
点

が

あ
っ

て
､

そ

れ

以

後
国
内
生

産
の

伸

び

は

停

滞
し

､

輸
出
は

減
少
し

､

輸
入
は

急
増
し
た

(

後
述
す

る

よ

う
に

一

九

七

三

年
の

輸
入

ラ

ブ

シ

テ
は

異

常
で

あ

る
)

｡

輸
出

紹
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表 2 絨推 盛業 の 貿易政策 と構造 調 整援助 政策

80
_ _

8 565 70 7 5
+ _ + _ + _.⊥. . + . . + _ + _ _ ⊥ _ ⊥. + L ⊥

73

64

78 8 1

8 1

79

7 1 73
]

74

6 7 7 1

71

7 2

64 70

7 4 8 0

80 8 7

8 3

67 7 3

7 1 7 3
】

73 7 8

7 3

7 4 79

76 8 0

78 83

55 60

57 6 0
+ _. 一

6 1

貿易政策

綿製 品輸 出自主規制

短期 及長期 綿製品協定( L T A)

毛化合繊 製品対米輸 出規制

多種繊維 製品協 定( M F A )

ケ ネディ ラウ ン ド( E R) 一

括関税引下げ

一

般特 恵関税( G S P )

一

方 的関税引下 げ(暫定関税)

生 糸 ･

絹 製品輸 入割 当

東京 ラウ ン ド( T R)一括関税引下げ

6156
構造調整援助政 策

龍雄 旧 法に 基 づく設備 調整

繊維新 法に 基 づく設備 調整

特繊法 に 基づ く構造 改善

対米輸 出規制及臨時繊 維産 業特別対策

特例 法に よる無籍織機 対策 63

近促法 に 基づ く構造 改善

新繊維 法に 基 づく構 造改善

中小 企業事業転換法 に 革づ く設備共同廃棄

構造不 況法に 基 づく過 剰設備処理

( 出所) 通 産省 一新し い 且 推亜美の あ り方J 19 77 年一 そ の 他｡

( 注) 貿易政覚4
.
6

.
8 の点一別ま継親が予想され ることを表わす

｡

1

2

3

A
T

5

6

サ
ー

0

0

9

は

な
お

輸
入
を

凌
麗
し

､

黒
字
に

な
っ

て

い

似

る

が
､

こ

れ

は

化

萩
製
品
で

な
お

高
い

輸
出

比

率
を

保
っ

て

い

る

か

ら
で

あ

る
｡

し

か

し

一

九

七
七

1
七

九
年
の

趨
勢
が

続
け
ば

､

一

九

八

〇

年
代
に

は

容
易
に

輸
入

超
過
に

転
ず

る

で

あ

ろ

う
｡

以

上
の

輸
出
減
退

と

輸
入

増
加
は

繊
維
質

易
政

策
の

変
化
と

深
く

係
わ
っ

て

い

る
｡

表

2

の

上

半
分
に

は
一

九

五

〇

年
代
末
か

ら

日

本
の

繊
維
産
業
が

逢
着
し
た

貿
易
政

策
を

要

約
し
て

い

る
｡

+

九
五

七

年
の

綿
製
品
対

米

輸
出
自
主
規
制
に

始
ま

る

四
つ

の

輸
出
規
制

措
置
は

日

本
の

対

米
輸
出
を

無
理

や

り

に

抑

制
し

た
｡

表
2

､

貿
易

政

策
の

5
､

6
､

7
､

9

は

輸
入

自
由
化

措
置
で

あ

り
､

一

九
七

〇

年
代
の

対
日

輸
入

増

加
に

貢
献
し
た

｡

こ

の

よ

う
な

外
部
的
な

貿
易
条
件
の

変
化

に

対

し
て

､

日

本
の

繊
維
産
業
は

ど
の

よ

う

に

対

応
し

た

か
｡

こ

れ

が

国
内
構
造
調

整
で

あ

り
､

表
2

の

下

半
分
に

は

そ

れ

に

対

し
て

中

山

ヤ

←

せ
P

r

巾
■

･

｢
ノ

ト■

叶

.

■

′

や

.

←

＼
姐
町

-

-

ト

～

蔓
舛

.



( 2 5 ) 兢維産業の 構 造 調整 と 輸入 政策

叶

､

▲

′
▲
可

1

叫

り

政

府
が

与

え
た

調

整

援
助

政

策
を

要
約
し

て

い

る
｡

す
で

に
一

九

五

三

年
に

､

綿
紡
績
織
布
の

老

朽
設
備
処
理

L

化

学
繊
維
産
業
振

興
を

目

的
と

し
て

最
初
の

繊

維
産
業
法
(

繊
維
旧

法
)

が

施
行
さ

れ

た
｡

そ

の

後
は

一

連
の

絨
推
法
に

ょ
っ

て

調
整

援
助
が

続
け

ら

れ

た

が
､

一

九
七

一

年
の

対

米
輸
出
自
主
規
制
(

貿
易
政
策
の

3
)

に

対

す

る

補
償
措
置
と

し

て

と

ら

れ

た

臨
時
産
業
特

別

対

策
(

構

造

調

整
政

策
の

4
)

の
.
よ

う
に

直

接
対

応
し

て

い

る

も
の

も

あ
る

｡

繊
維
産
業
の

調

整
問
題
た

対

す
る

政
府
の

対

応
を

輸
入

政

策
と

国
内

調

整

援
助

政

策
の

組
合
わ

せ

で

把
え
る

な
ら

ば
､

日

本
の

対

応
は

欧

米
の

対

応
と
は

対

照
的
で

あ

る
｡

欧
米
が

M

F

A

で

の

輸

入

制
限
を

主

と

し
て

国
内

調

整
援
助

を

組
合
わ

せ

て

い

る

の

に
､

日

本
は

自
由
輸
入

政

策
と

調

整

援
助
の

組
合
わ

せ

で

あ

る
｡

■

M

F

A
(

多
種
繊
維
製
晶
協

定
､

宣
已
t

T

穿
e

【

A
r
【

p

ロ

笥
m
e

ロ
t

)

ほ

元

来
繊
維
貿
易
の

漸
進
的
自
由
化
と

昇
展
途
上

国
の

経
済
発
展

を

促
進
す
る

と
の

建
前
で

始
め
ら

れ

た

も
の

だ

が
､

現

実
に

は

米

国
､

欧
州
な

ど

先

進
国
で

､

繊
維
製
品

輸
入

増
加
の

国
内
業
界
へ

の

影
響
を

庶
断
す

る

有
力

な

規
制
手

段
と

な
っ

て

い

る
｡

こ

の

協

定
の

下
で

各
輸
入

国
は

輸

出
国
と

個
別

に

二

国
間
協
定
を

結
ん

で

品
目

毎
に

細
か

い

数
量
制

限
を

行
な

う
｡

日

本
は

先

進
工

業
国
中

で

唯
一

国
､

輸
出
国
と

し
て

こ

の

協
定
に

参

加
し
て

い
.
る
.｡

M

F

A

は
一

九
七

七

年
の

改

定
で

合
理

的
逸
脱
の

名

目
で

輸
入

制
限

基

準
を

事
実
上

骨
抜
き
に

し
た

｡

一

九
八

一

年
の

延
長
交

渉
で

も

米

国
､

E

C

等
が

規

制
を

強
化
す

る

意
向
が

伝
え

ら
れ

て

い

る
｡

M

F

A

の

下
で

繊
維
製
品
の
∴

管
理

貿
易
化
が

進
行

し
て

い
.
く
の

に

対

し
て

発
展
途
上

国

側
の

不

満
が

高
ま
っ

て

お

り
､

日

本
の

輸
入

政

(

1
)

策
の

帰
趨
に

対

す
る

関
心

が

強
い

｡

三

輪
入

増
加
と

規
制
要
求

絨
維
製
品

輸
入
は

過

去
一

〇
年
間
大

幅
に

増
加
し
た

｡

一

九
七

三

年
の

輸
入

ラ

ッ

シ

ュ

の

よ

う
な

振

動
は

あ
る

が
､

表
3

ほ

三

時

点

(

一

九
七
二

､

七

五
､

七

八

年
)

を

と

ら
え

て

輸
入

増
加
の

内

容
を

見
た

も
の

で

あ

る
｡

川

総
額
で

は
一

九

七
二

1
七

五

年

間
で

一

三
一

･

〇

%
､

一

九

七

五

-
七

八

年
間
で

四
五
･

四

%

増
で

あ
っ

た
｡

同

期

間

内
の

繊

維
品

輸
入

物
価
指

数
は

そ

れ

ぞ

れ

三

九
･

六

%
と

二
･

八

%

増
だ
っ

た

か

ら
､

前
の

三

年
間
の

方
が

二

倍
以

上
の

増
加
に

な

る
｡

一

九

七
二

1
七

八

年
間
の

実
質
増
加
は

年
率

一

四
･

一

%
に

滋

る
｡

一

九

七
一

1
七

九

年
間
の

米
国
の

織
練
製
品

輸
入

量
増
加
率
マ

イ

ナ

ス

三
･

〇

%
､

一

九
七

六

1
七

九

年
の

E

C

の

増

加
率
五
･

四

%
と

此
ぺ

る

と

そ

の

急
増
ぶ

り
が

分
ろ

う
｡

ββ∂
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惚

輸
出
国
は

東
･

東
南
ア

ジ

ア

(

初
め
の

五

行
)

か

ら

が

五

〇
･

一

%
か

ら

六

七
･

二

%
に

増
加
し
た

が
､

中
で

も

韓
国
の

シ

ェ

ア

は

倍
増
近
く

､

三

八

%
を

超
え

る
｡

米
国

･

E

C

の

シ

ェ

ア

は

減

少
し
て

い

る
｡

㈲

品
目

別
で

は

織

物
シ

ェ

ア

が

減
少
し

(

四

二
･

七

1
二

七

二
一

%
)

､

衣

顆
シ

ェ

ア

が

急

増

大

(

二

八
･

八

1
四

五
･

〇

%
)

し
､

糸
シ

ェ

ア

も

増
加
(

一

三
･

六

1
一

六
･

五

%
)

し
た

｡

糸
･

織
物

の

内

容
を

見
る

と

綿
が

減
少

､

綿
･

化

絨
シ

ェ

ア

が

増
加
し

て

い

る
｡

さ

ら
に

輸

出
ソ

ー

ス

別
に

見
る

と
､

娼
は

韓
国

･

中
国
の

二

大
ソ

ー

ス

に

加
え
て

近

年
E

C
･

A

S

E

A

N

か

ら
の

輸
入

が

伸

び

て

い

る
｡

綿
も

中
国

･

韓
国

､

化

繊
は

韓
国

･

台
湾
に

近

年
A

S

E

A

N

か

ら
の

輸
入
が

増
加
し

て

き

た
｡

衣

類
輸
入
は

ど

の

ソ

ー

ス

か

ら

も

増
加
し

て

い

る

が
､

中
で

も

韓
国

･

A

S

E

A

N

か

ら
の

増
加
が

顕
著
で

あ

る
｡

輸
入

増
加
に

直
接
影
響
す

る

の

は

①

国
内

市
況
や

需
要
動
向

と

②
円

高
で

あ

り
､

い

ず
れ

も

そ

の

衝
撃
は

急
で

あ
っ

た
｡

①

は
一

九
七

三

年
の

輸
入
ラ

ッ

シ

ュ

の

原
因
に

な
っ

た

し
､

②

ほ
一

九
七

一

-
七

三

年
と
一

九
七

七

-
七

八

年
に

急
騰
し
て

輸
入

増
加

を

加
速
し

た
｡

⊥

九
七

三

-
七

四

年
の

輸
入

ラ

γ

シ

ュ

は

最
近

十

数
年
の

輸
入

増
加

趨
勢
か

ら

垂
離

し
た

異
常
な

も
の

と

考
え

る

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

が
ハ

■U

そ

れ

は

石

油
危
機
前
の

世

界
的

商
品
ブ

ー

ム

の

中
で

起
っ

た

投
機

的
需

要
増
加
に

よ
っ

て

誘
発
さ

れ
､

日

本
の

複
薙
な

絨
推
品

流
通

組
織
の

中
で

増
幅
さ

れ

た
｡

後
述
す
る

よ

う
に

日

本
の

繊
維
産
業

は

各
生

産
段
階
が

二

重
､

三

重
の

流
通

組
織
で

結
び

つ

け

ら

れ
､

生

産
者
と

最
終
消
費
者
と

の

直
接
の

腐
び

つ

け
が

な
い

｡

生

産
者

は

消

費
者
の

動
向

よ

り

は

流
通

業
者
の

投
機
的
思

惑
に

動
か

さ

れ

や

す
い

｡

消
賢
規
模
を

上
回

る

過

剰
な

紡
織
設
備
を

抱
え

た

中

小

企
業
は

､

こ

の

よ

う

な

中
で

容
易
に

過

剰
生

産
と

経
営
危
機
と

を

繰
返

し

て

き

た

の

で

あ

る
｡

急

激
な

輸
入

増

加
は

輸
出
入

側
双

方

に

と
っ

て

望
ま

し

く
な
い

｡

輸
入

業
者
の

多
く

が

各
地
の

供
給
漁
を

巽
い

あ

さ
っ

た

揚
句
に

､

滞
貨
累
積
か

ら

大

損
を

喫
し

､

そ

の

後
の

輸
入

拡
大
に

消
極
的
に

な
っ

て

し
ま
っ

た
｡

他

方

発
展
途
上

国
の

輸

出
業
者
の

方
も

輸
出

ラ

ッ

シ

ュ

と
.

そ

の

突

賂
の

中
断
に

翻
弄
さ

れ

た

の

で

濁

る
｡

し

か

し

持
続
す

る

輸
入

増
加
趨

勢
を

支
え

る

の

は

や

は

り

③

日

本
の

■
絨
維
産
業
の

比

較
劣
位
化

､

④

東
･

東
南
ア

ジ

ア

発
展
途

上

国
の

織
維
産
業
発
達
と

輸
出
供
給
力
の

拡
充

､

そ

し

て

⑤
日

本
の

製
品

輸
入

自
由
化

等
の

長
期
的
要
因
で

あ

る
｡

⑧
の

此

較
劣
位
化
ほ

､

高
度
成

長
過

巷
で

の

労
働
不

足
･

貸
金

高

.
ヤ

.1

ビ

ヤ
止

▼
.

r

-

′

ヽ

】
町

ト
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( 2 7 ) 織 姫産 業の 構造 調 整と 輸入 政策

表丑 日 本 の 級推製品 輸入 実 績 単位百万円
,
( ) 内は %

絨 維 製 品

合 計
合 計 ( 構成比)

糸 織物 綿糸 ･ 綿糸
･

化練糸
･ 衣顆糸 織物 綿糸 ･ 綿糸

･

化繊

合計 合計 織物 織物 織物

(2 1 , 9)

(3 乙 0)

(3 7 . 9)

の

叫

の

り

乃

の

の

p

巾

即

即

叫

乃

の

即

∽

7

1 0

4

5

5

1 1

日

1 1

1

2

2

4

3

8

2

2

1

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(
′

し

(

(

(

一

.⊃

7

′

○

皿

芸
糾

05

2 0

9 2

糾

お

1 7 3

脚

5 82

辟

2 23

2 9 2

批

働

…

芸
皿

器
m

8

7

8

0

4

A
7

(

(

(

7

4

1

8

5

A
T

1

3

(U
ノ

8

8

6

1

1

2

(8 5 . 6 )

( 91 .
0)

(9 0 . 9)

l

)

3

)

0
/

)

芸
洲

即

棚

即

器
脚

椚

器
椚

認

諾
皿

49 1

荒
畑

仙

御

伽

棚

洲

卿

即

㌫
洲

剛

l

芸
拙

9 8 ｡

器
69

慧
4

叫

2 6 2

諾
23 5 8

洲

紺

8 31 7

器
捌

胱

糾

器
榔

鯛

l

器
附

｡ 8 ｡

芸
脚

釦

2 2 8

伽

掛

㈹

慧
Ⅳ

7

8

糾

5

2

2

卯

｡ 3

"

6 8

8 ｡

∬

2

皿

紬

m

芸
47

1 3 1

謝

1 3 2

5 0 3

ぴ

2

1

1

狐

鵬

馴

脚

珊

畑

諾
諾

m

…

4

ゥ
一

っ

J

(

▲)
0

+
⊥

l

′

〇

一

J

3

′

0

7

91

67

0 3

7 9

糾

l

O
ロ

(

Ul

2 3 5 5 9

(1 4 . 0 )

6 1 7 2 1 6 93 5

3 00 1 3 3 35 9 8

4 2 1 1 9 55 05 8

5 9 9 5 6 5 1

1 69 3 3 8 0 9

1 0 12 9 6 2 6 8

1 1 0 6 0 8

1 1 6 1 2 6 4

5(;7 3 7 0 7

2 9 0 3 9 02 1

1 0 7 9 8 2 3 3 6 9

94 7 6 2 4 9 1 3

95 3 1 2 3 6

151 6 2 4 6 7

34 9 1 4 2 6 2

.
2 1 5 0 1 8 9 9 1

3 9 4 1 4 1 1 2 2

6 5 6 7 4 3 07 2

9 8 6 1 1 9 3 4

2 8 2 2 4 2 4 8

33 9 0 2 7 3 5

2 2 91 5 7 1 9 5 4

(1 3 . 6) (4 2 . 7 )

5 8 6 04 12 1 1 5 3 8 9 0 きl

(1 5 . 0) (3 1 . 1) ( 2 2 . 9)

9 3 6 3 8 1 5 4 0 9 2 8 5 3 4 7

(1 6 . 5) (2 7 . 2) (1 5 ･ 1 )

芸
椚

芸
椚

芸
1978

芸
朋

芸
19 78

1 97 2

芸

芸
朋

19 7 2

朋

朋

朋

朋

胤

ほ

朋

爛

1 9 7 5

19 7 8

( 出所) 日本化筆耕維協会 『イ臓 ハ ン ドブ ッ ク』 1 9 7 8
･

細 年版 ｡

(注 ) 世界計の 行及び放線 製品合計 の 棉の ( ) 内ほ そ れ ぞれ日本 の 級推製品輸入の 品目別 咽 別構 成此

( % ) で ある ｡

騰
と

石
油
価
樽
高
騰
に

ょ

る

化

蘇

原

料
コ

ス

上
向

に

ょ

る
｡

後
者
は

川
上

段
階

､

前
者
は

刊
中

･

川

下

段
階
の

日

本

蘇
推
産
業
の

輸
出
競

争
力
を

弱
め

た

が
､

自
動
車

･

電

気
機
械
等
の

輸
出
成

長
が

も
た

ら

し
た

円

高
に

ょ
っ

て
､

こ

の

傾
向

ほ

さ

ら
に

促
進
さ

れ

た
｡

し

か

し

織
布

･

衣
服
製
造

段
階
の

一

部
で

は

な

お

デ

ザ

イ

ン

･

品

質
面
で

非

価
格
競
争
力
が

残
っ

て

お

り
､

ポ

リ
エ

ス

テ

ル

長
繊
維
織
物
の

よ

う

に

米
国
市
場
で

な

お

八
五

%
の

高

シ

ェ

ア

を

保
っ

て

い

る

も
の

も

あ

る
｡

化

鼓
織
物
で

の

五

〇

%
を

超

え
る

輸
出
比

率
は

､

一

般
的
な

織

維
産
業
比

較
劣
位
化
の

中
で

も

な

お

欧

米
先

進
国

､

ア

ジ

㌢

の

新
興

工

業
国
と
の

間
に

水

平
分

業
展
開

の

余
地

が

小

さ

く

な
い

こ

と

を

示

脚
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唆
し

て

い

る
｡

④
の

ア

ジ

ア

の

織
推
産
業
の

輸
出
化
は

､

過
去
二

､

三

十

年
間

の

ア

ジ

ア

の

工

業
化
の

成

功
例
で

あ

る
｡

そ

れ

に

は

日

本
の

大

繊

維
企

業
に

よ

る

直
接
投
資
も

貢
献
し

た
｡

し
か

し

そ

れ

は

こ

れ

ま

で

現
地
の

輸
入

代
替
化
と

欧

米
へ

の

輸
出
化
へ

係
わ
っ

て

き

た

の

で

あ
っ

て
､

日

本
へ

の

逆
輸
出
せ

い

う
ブ

ー

メ

ラ

ン

効

果
は

部
分

的
に

.
最
近

現

わ
れ

ほ

じ
め

た

に

過

ぎ

な
い

｡

こ

れ

ら

諸

国
の

輸
出

競
争
力
の

基
本
ほ

低
賃
金
で

あ
り

､

技
術
的
に

も

容
易

な

綿
製
品

か

ら

始
ま
っ

た

が
､

最
近

は

技
術

･

経
営
資
源
を

蓄
積
し
て

､

衣

類
･

化

繊
製
品
で

も

輸
出
競
争
力
を

つ

け
て

き

て

い

る
｡

⑤
の

わ

が

国
栽
維
晶

輸

入

自
由
化
は

､

ケ

ネ

デ
ィ

･

ラ

ウ

ン

ド

(

K

R
)

か

ら

東
京
ラ

ウ

ン

ド
(

T

R
)

関
税
引
下

げ
に

到
る

エ

薫

製
品

貿
易

自
由
化
政

策
の

一

環
と

し
て

実
現

し

て

き

た

も
の

で

あ

渇
｡

も

と

も

と

絨
推
晶

関
税
は

高
く

､

E
.

R

の

結
果
日

本
･

E

C

は

五

-
二

五

%

ま
で

､

米
国
は

五

-
四

五

%

ま
で

広
が
っ

た

関
税

分

布
構
造

を

と
っ

て

い

た
｡

一

九

八
七

年
の

T

R

完
成

時
に

は
､

日

本
と
E

C

は

五

-
一

五

%
に

､

米
国
は

五

-
二

〇
%
に

集
中
し

(

2
)

た

関

税
構
造
に

引

下
げ

ら
れ

る
こ

と

に

な
っ

て

い

る
｡

し
か

し

日

本
は

四

七

年
の

一

方

的
(

暫
定
)

関
税
引
下

け
で

T

R

後
の

関
税

構
造

を

実
現
し

て

し

ま
っ

て

お

り
､

そ

れ

以

後
こ

の

も
っ

と

も

低

い

関
税
構
造
が

通
用
さ

れ

て

き

た
｡

さ

ら
に

日

本
は

泌

F

A

に

参
加
し
て

い

る

が
､

先

進
工

業
国
と

し
て

は

唯
一

､

輸
出
国
と

し
て

参
加
し
て

お

り
､

生

糸
･

絹
製
品

の

輸
入

制
限

(

こ

れ

ほ

養
蚕
農
業
保
護
の

延
長
と

考
え

ら

れ

る
ぺ

き

で

あ

ろ

う
)

を

除
い

て

は

米
国

･

E

C

の

よ

う
な

輸
入

数
量
制

限
を

行
な
っ

て

い

な
い

｡

こ

れ

に

加
え

て
一

九
七

一

年
度
か

ら

実

施
し
た

一

般
特
恵
関
税
(

G

S

P
)

が

あ

り
､

ア

ジ

ア

の

新
興
工

業
国
か

ら
の

蘇
推
晶
輸
入
は

最
大
の

受
益
者
に

な
っ

て

い

る
｡

た

し
か

に

織
雑
品

輸
入

は

重

大
関
心

品
目

と

し
て

通

常
一

〇
〇

%
の

と
こ

ろ
五

〇
%
の

特
恵
マ

ー

ジ

ン
､

品

目

毎
に

特
恵
輸
入
の

上

限

を

決
め

た

シ

ー

リ

ン

グ

等
制
約
も

少
な

く

な
い

が
､

毎
年
四

月
の

年
度
初
め
に

は

特
恵
枠
内
で

の

輸
入

を

狙
っ

て

輸
入
ラ

γ

シ

ュ

が

起
り

､

対

日

輸
入

拡
大
の

先

駆
け

を

し
て

い

る

感
が

あ

る
｡

米
国

は

初
め
か

ら
M

F

A

品
目
ほ

G

S

P

か

ら

除
外
し

､

E

C

も

昨
年

か

ら

実

質
的
に

M

F

A

の

制
限
に

組
入
れ

て

し

ま
っ

た

こ

と

と

対

(

3
)

此

す

る

と
き

､

日

本
の

自
由
輸
入

政

策
は

特

筆
さ

れ

て

よ

い
｡

し

か

し
わ

が

国
で

も
一

九

七
三

年
の

輸
入
ラ

ッ

シ

ュ

を

契
機
に

輸
入

品
と

競
合
す

る

繊
維
業
界
か

ら

輸
入

制

限

要
求
が

出
て

き

た
｡

そ

し
て
一

九
七

八

年
以

降
輸
入

増
勢
が

高
ま
る

に

つ

れ

て

こ

の

要

求
も
エ

ス

カ

レ

ー

ト

し
て

い

る
｡

輸
入

制
限
要
求
の

主

な

論
拠
は

ββ8

や

ノ
′

十

主
F

●

1

.

■

瀬

.

ト

r

紳
ぎ

ト

ト
ふ
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叶

､

.
J

●

､

叫

(

4
)

つ

ぎ
の

よ

う
な

も
の

で

あ

る
｡

川

輸
入

急
増
は

過

剰
設

備
廃
棄
等
の

国
内

調

整
努
力
を

無
力
化

し
て

し

ま

う
｡

脚

欧

米
諸

国
と

同
じ

く

M

F

A

を

発
動
し

て

秩
序
あ

る

輸
入

増

大
の

下
で

国
内

株
維
生

産
の

調

整

や

企

業
･

労
働
の

転
換
を

促

進
す
べ

き

で
一あ

る
｡

㈲

一

部
絨
推
晶
の

輸
入

急
増
も

､

そ
れ

と

直
接
競
合
す
る

国
内

■

生

産
業
種
を

壊
滅
さ

せ

る

だ

け
で

な

く
､

そ

の

関
連
業
種
の

空

洞
化
を

通

じ
て

､

日

本
が

な
お

比

較
優
位
を

も
つ

業
種
も

含
め

て

繊
維
産
業
全

体
を

衰
退
さ

せ

る
｡

一

九

七
三

年
五

月
､

日

本
繊
維
産
業
連
盟
ほ

輸
入

対

策
委
貝
会

を

発
足
さ

せ

て
､

い

ろ
い

ろ

な
レ

ベ

ル

で

の

働
き

か

け

を

行
な
っ

て

き
た

｡

糾

政

府
に

対
し

て

は
､

輸
入

急
増
九

品

目
に

つ

い

て

M

F

A

を

発
動
し
て

､

二

国
間
協
議
を

含
む

輸
入

制
限
を

実

施
す
る

よ

う

要
望
し
て

い

る
｡

㈱

国
内

輸
入

業
者

･

輸

入

組
合
と

定
期
的
に

会
合
し
て

､

無
秩

序
輸
入
を

自
粛
す

る

よ

う

要
望
し
て

い

る
｡

的

確
国
･

台
湾
の

輸
出
業
者
に

対

し
て

ほ

業
界
レ

ベ

ル

で

の

輸

出
自
主
規
制
を

申
し

入

れ

た

り
､

綿

糸
の

｢

ダ

ン

ピ

ン

グ

輸

血
一

斗

叫

瑚

入
+

調

査
を

す
る

等
の

牽
制
を

行
な
っ

て

い

る
｡

通

産
省
は

輸
入

制
限

要
求
に

は

慎
重

な

態
度
を
と
っ

て
､

輸
入

成

約
状

況
調

査

制
度
(

一

九
七

四

年
十
二

月
)

や

織
推
工

業
審
議

会
の

需
給

貿
易

委
員
会

(

一

九

七

六

年
度
)

を

設
け
て

､

常
時
輸

(

5
)

入

実
態
の

監

視
に

努
め
る

以

上

に

は

出
て

い

な
い

｡

し
か

し

前
節

.

で

述
べ

た

よ

う
に

繊
維
輸
入

政

策
の

転
換
は

､

日

本
の

発
展
途
上

国
と

の

産
業
調

整
の

先

駆
と

な

る

も
の

で

あ

る
｡

国

民

経

済
的
観

点
か

ら
の

慎
重

な

検
討
が

必

要
で

あ

る
｡

次

節
で

ほ

絨
維
産
業
の

国
舟
で

の

調

整
プ

ロ

セ

ス

を

分

析
し

ょ

う
｡

四

繊
維
企

業
調

整
の

諸

形
態
と

調

整

援
助

政

策

ま

ず
わ
が

国

繊
維
産
業
の

生

産
段
階
別

企
業
組

織
を

見
て

お

こ

う
｡

表
4

に

は

原
料

､

紡
績

､

織
･

窮
､

二

次

加
工

段
階
に

分

け

て
､

生

産
組
織
と

そ

の

変
化
趨

勢
を

示
し

た
｡

最
右
欄
の

構
成
比

に

見
ら

れ
る

よ

う
に

紡
･

織
･

編
段
階
(

ね

ん

糸
､

染
色

､

仕
上

げ

等
も

含
む
)

が

中
心
で

あ

り
､

他

方
化

繊
製
造
は

付

加
価
値
生

産
で

も
七

%
に

過

ぎ

な
い

｡

し
か

し
こ

の

化
織
製
造
に

た

ず
さ

わ

る

十

数
社
の

大
企

業
が

､

紡
績
の

大
き

な

部
分
お

よ

び

織
･

編
の

一

部
分
を

兼
営
し
て

い

る
｡

織
･

編
段
階
は

､

事
業
所
あ

た

り
の

従

業
員
数
か

ら

も

分
る

よ

う
に

､

多
数
の

中
小

企
業
か

ら

成
ケ

､

脚



一 橋論叢 第八 十五 巷 第五 号 ( 3 0 )

全
国
の

地

方

都
市
中
心
に

､

｢

産
地
+

と

呼
ば

れ

る

専

業
集

団
を

形
成

し
て

い

る
｡

個
々

の

産
地

の

企

業
数
は

数
十
か

ら

千
を

超
え

る

も
の

ま

で

様
々

だ

が
､

そ

の

大

多
数
は

小
･

零
細

企

業
で

あ

り
､

少
数
の

中
規
模
企

業
や

産
元

商
社
と

下

諸
関
係
を

結
ん

で
､

糸
供

給
､

製
品

版
売

､

金
融
面
で

依
存
し
て

い

る
｡

織
機
だ

け
を

所
有

し
て

､

貸
織
を

し

て

い

る

も
の

も

多
い

｡

こ

れ
に

ね

ん

糸
､

染
色

､

仕
上

げ

等
の

関
連
業
種
企

業
が

参
加
し
て

､

有
機
的

な

分

業
組
織

を

形
成

す
る

｡

綿
･

ス

フ

織
物
業
(

合
織
短

織
維
織

物
を

含
む
)

で

全

国
に

六
二

産
地

(

政

府
指
定
)

､

娼
･

人

絹

織

物
業

(

化

合

織
長
繊
維
織

物
が

主

体
)

が
一

九

産
地

あ

る
｡

衣
服
製
造

段
階
は

最
近
二

〇

年
間
で

急

拡

大

し
て

き

た
｡

付

加

価
値
生

産
額
シ

ェ

ア

で

は
一

九
六

〇

年
で

八
･

七

%
､

一

九

七

〇

年
で

も
一

六
･

五

%
で

あ
っ

た

に

過
ぎ

な
い

｡

量
産
に

の

る

下

着
､

外

衣

類
で

少
数
の

中
堅

企

業
が

急
成

長
し

て

き

た

が
､

靴
下

･

ワ

イ
シ

ャ

ツ

等
古
い

業
種
は

多
数
中
小

企

業
が

産
地
を

形
成
し

て

い

る
｡

衣

服
製
造
と

川

上
･

川

中
段
階
と
の

企

業
提
携
関
係
は

稀
薄

で

あ

り
､

米
国
の

よ

う
に

ア
パ

レ

ル

メ

ー

カ

ー

に

よ

る

垂
直
統
合

が

進
ん

で

い

る

の

と

対

照
的
で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
に

各
製
造

段
階

で

の

横
の

関
係
は

強
い

が
､

縦
の

方

向
に

は

隔
離
さ

れ

て
､

複
雑

な

流
通

専
門
企

業
層
で

結
ば

れ

て

い

る

と

こ

ろ

に
､

日

本
の

織
推

産
業
敵
織
の

特
徴
が

あ

り
､

こ

の

理

解
を

欠
い

て

ほ

織
維
産
業
の

脚

構
造

調
整

を

論
ず
る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

こ

の

よ

う
に

複
避
な

産
業
組
織
の

中
に

あ

る

個
々

の

繊
維
企

業

は
､

前
節
で

述
べ

た

対

外

市
場

･

競
争
条
件
の

変
化
に

ど
の

よ

う

に

対

応
し

て

き

た

で

あ

ろ

う
か

｡

そ

の

多
様
な

対

応
の

仕
方

を

二

分
す
れ

ば
､

糾
直
接
投
資
に

よ

る

海
外
へ

の

生

産
再

配
置

､

他
業

種
へ

の

転

換
､

設
備
近

代
化

･

高
級
品

化
と

､

㈱
生

産
調

整
､

設

備
調

整
､

廃
棄
に

な

ろ

う
｡

長
期
的
に

は

糾
が

主

体
で

あ
り

､

.そ

れ

に

付

随
し
て

㈱
が

自
主

的
に

行
な
わ

れ

る

ぺ

き

も
の

で

あ

る
｡

し
か

し

現

実
の

経
過
を

見
る

と

㈱
の

遅
れ

が

細
の

足
を

引

張
っ

て
､

わ
が

国
織
維
産

業
の

構
造

調

整
を

妨
げ
て

き

た

と

言
え

よ

う
｡

そ

の

た

め
に

一

連
の

絨
維

産
業
法
に

よ

る

調

整
援
助
は

､

こ

の

㈱
の

促
進
に

ょ

り

多
く

係
わ
っ

た

の

で

あ

る
｡

そ

の

基
本

的

特
徴
は

以

下
の

よ

う
に

ま

と

め

ら
れ

よ

う
｡

山

林
推
旧

法
の

初
め
か

ら

機
械
設

備
を

主

対

象
と

し

て
､

そ

の

過

剰
処
理
や

近

代

化
を

主
と

し
て

､

従

業
員
対

策
は

従
で

あ
っ

(

6
)

た
｡

雇
用

調

整
援
助

を

中

心

と

す
る

米
国
と

は

異
な
っ

て

企

業
単

.

位
の

調

整

援
助
だ

が
､

こ

れ

は

日

本
の

織
推

産
業
の

雇
用
調
整
の

特
徴
に

適
応
し
て

い

る

と
い

え

る
｡

そ
こ

で

は

若
年
女

子

労
働
ほ

自
発
的
に

他

産
業
へ

転
向
し

て

い

る

し
､

､

中
高
年
齢
男
子

熟
練
労

セ

ノ
ノ

.†

ホ

書

酵

.計



( 3 1 ) 織耗産業 の 構造調整と輸 入政 策

表4 織維産 業 の 生産段階 別 構成

1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 し
し

○

ロ

L

⊥

)

9 7

成
%

1

構
(

0
0791

( 2 6 4) 化 学親 鮭製造業

(a) 事業所数

(b) 従業 員数 (人)

(c) 付加価値生産額
( 百万円)

(甲
÷( a)

( c) ÷ (b) (千 円/ 人)

( 2 0) 繊維 工業

(乱) 事業所数

仏) 従業 員数

(0) 付加価値生産額

(b) ÷ ( a)

( c) ÷ (b)

( 2 0 2) 紡 績業■

(乱) 事 業所数

(b) 従業 員数

(0) 付加価値生産額

(b) ÷ ( 8)

( 0) ÷(b)

( 2 0 4) 織物業

(a) 事業 所数‾

(切 従業 員数

( c) 付加価値 生産額

(も) ÷( 払)

( G) ÷(切

( 2 05) メ リ ヤ ス 製造業

(乱) 事 業所数

佃 従業 員数

( c) 付加価値 生産額

(b) ÷( 乱)

( c) ÷ (b)

( 2 1 ) 衣 服 ･ そ の 他萩維
製 品製造業

( a) 事業 所数

(b) 従業 員数

- ( G)
_
付加価値 生産額

(切 ÷( a)

( c) ÷(b)

8 2
,
8 3 9

1
,
2 6 4

,
2 6 3

4 7 3
,
8 9 6

1 5

3 75

2
,
6 0 6

2 9 6
,
5 2 4

1 5 4
,
79 0

1 1 4

5 2 2

4 4
,
5 1 6

4 7 6
,
5 8 0

1 4 2
,
8 2 6

1 1

30 0

8
,
6 5 0

1 1 3
,
0 9 8

3 8
,
5 9 7

1 3

3 4 1

1 9
,
2 1 4

2 1 0
,
0 9 9

5 4
,
9 4 6

1 1

5 1

8 2
,
1 9 7

1 6 9
,
4 3 1

1
,
6 1 2

2
,
0 6 1

1 0 0
,
1 57

1
,
3 2 6

,
8 7 2

7 7 4
,
7 1 6

1 3

5 8 4

2
,
0 25'

2 7 7
,
0 7 4

1 6 9
,
6 6 7

1 3 7

6 1 2

5 4
,
6 5 1

4 7 1
,
0 5 9

2 4 2
,
7 96

9

5 1 5

1 2
,
4 3 4

1 7 4
,
0 6 8

6 5
,
6 2 6

1 4

3 7 7

2 4
,
9 9 4

3 1 0
,
9 8 3

1 5 5
,
8 4 4

1 2

2 6 2 5 0 1

ー7

34

1 1 2
,
75 4

1
,
2 6 4

,
2 2 8

1
,
5 0 5

,
1 (; 6

1 1

1
,
1 9 1

1
,
3 (;9

25 5
,
1 5 4

3 01
,
4 35

1 86

1
,
1 8 1

5 9
,
3 78

′
+

U

71

4

▲‖

凸2

′

b

'

J

`

U

4

′
T

1 1 4
,
1 1 1

9 9 5
,
6 6 9

2
,
2 2 9

,
2 4 4

9

2
,
2 3 9

1
,
2 0 6

1 5 5
,
2 1 1

2 79
,
4 5 2

1 2 9

1
,
80 0

5 8
,
4 1 0

3 9 1
,
5 7 3 2 9 9

,
1 9 2

4 2 3
,
1 6 3 6 1 1

,
3 3 2

7 5

.1 ,
0 8 1 2

,
0 4 3

1 6
,
6 8 1 1 7

,
9 85

2 1 5
,
4 0 2 2 0 3 ,4 9 1

2 4 5
,
5 77 4 3 2

,
1 5 1

1 3 1 1

1
,
1 4 0 ･2 ,

1 2 ヰ

3 3
,
45 5 4 3

,
1 9 4

4 1 3
,
7 8 6 5 3 0

,
8 0 2

3 85
,
5 0 2 9 3 3

,
5 75

1 2 1 2

9 3 2 1
,
75 9

′

h

)
7

0
0

0

〈

u
ノ

7

0

2

′
-

U

1 0 6
,
7 4 1 69 .76

8 6 6
,
8 4 3 5 9 . 4 9

2
,
7 0 7

,
0 3 3 6 3 . 3 9

8

3
,
1 2 3

1
,
0 8 9 0 .7 1

1 2 1
,
4 2 6 8 .3 3

3 8 0
,
8 1 8 8 .9 2

1 1 2

3
,
1 3 6

5 2
,
2 6 7 3 4 . 1 6

2 5 1
,
4 1 5 1 7 .2 5

7 2 6
,
1 4 9 1 7 .0 0

5

2
,
8 8 $

1 7
,
7 2 0 1 1 .58

1 9 4 ,9 6 2 1 3 . 3 S

5 3 6
,
3 0 6 1 2 .5 6

1 1

2
,
75 1

46
,
1 8 0■ 3 0 .1 さ

5 4 7
,
0 1 5 3 7 .5 4

1
,
2 7 3

,
9 7 1 2 9 .8き

1 2

2
,
3 2 9

( 出所) 通産省 『工 業統計表』産業編
,

1 9 6 6 年 ,
1 9 7 8 年版 ｡

( 注) ( 1) 最右欄 は各段 階の 妓鮭産業全体 ( お 4 ＋ 2 0 ＋2 1 ) -こ対す る構成比 ｡

(2 ) (2 0) に は (2 0 2 )
,
(2 0 4)

,
(2 0 5) 以 外に も琉毛紡観

,
染色等の 業種 牙こ含まれ る

｡
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一 棟論叢 第八 十五 巻 第五 号 ( 3 2 )

表 5 蘇維産業 に 対 す る 政 府資金 援 助 (単位 ‥ 億円)

融資 補 助 金 出資 合 計

1 6 1 6

1 0

1 1

5 2

1
,
4 2 0

3 9

3 7

4 5 1

1
,
8 3 5

3 7

1 9

4 8 9

1 . 織推 旧法 時代

織機 買上 廃 棄

2 . 繊維新法 時 代

紡機 近 代 化 融資 1 0

織機真上 廃 棄

近 促法 融資 52

3 . 特続法時 代

特 定 4 業種設 鹿近 代化 1
,
42 0

紡演織布過 剰設 備処 理 2 0

協 会 出資 金

近促法 融資 45 1

対 米輸 出税 制 ･ 臨兢特 1
,
3 46

4 . 新城錐 法 時代

知識集約化 ･ 施 設 共 同化 3 5 1 3 5 1

設 備共 同廃 棄 1
,
8 2 7 1

,
8 2 7

合 計 5
,
4 7 7 5 2 5 3 7 6

,
0 3 9

( 出所) 『新し い 縦 重美の あ り方』4 8 見 表 1 - 9 に
,

通産省資料 から 4 の 項目 を付加 ｡

働
は

小
･

零
細
企
業
の

動
向
と

不

可
分
だ

か

ら
で

あ

る
｡

㈲

企
業
単
位
の

調

整
援
助
と

し

て

も
､

原

則
止

し
て

資
金
援

助

は

中
小

企
業
を

対

象
と

し
､

大
企
業
は

自
力
調

整
に

委
せ

る
｡

前
者
は

産
地

毎
に

同

業
取
合
を

結
成
さ

せ

て
､

所

属
都
府
県
庁
を

通
じ
て

通

産
省
が

行
政

指
導
し
た

｡

㈲

特
絨
法
で

の

構
造
改

善
事

業
や

近

促
法
で

は

企

業
規
模
拡

大
ヽ

設

備
近

代
化

を

目

的
と

し

た
｡

新
織
維
法
で

ほ

知
識
集
約
化

や

施
設
共
同

化
に

重

点
を

移
し
て

､

産
地

覿
織
の

変
革
を

目

指
し

て

い

る
｡

㈲

し
か

し
調

整
援
助
の

主
体
は

や

は

り

過

剰
設
備
廃
棄
で

あ

る
｡

表
5

に

も

示

さ

れ

る

よ

う
に

紡
織
機
の

買
上

げ

廃
棄
は

過

去

二

十

年
間
繰
返
し

行
な

わ

れ

て

き

た
｡

政
府

資
金

援
助
の

単
純
合

計
六

､

〇

三

九

億
円
の

六
二

%

は

こ

の

目

的
に

支

出

さ

れ
､

そ

の

対

象
は

中
小

企
業
で

あ
っ

た
｡

･

新
し
い

方

向
を

打
出
し

た

新
繊
維

法
下
で

も
､

設
備
共
同
廃
棄
事
業
が

実
質
上

中
心

に

な
っ

て

い

る
｡

大
･

中
堅

企
業
か

ら

成
る

紡
績

･

化

織
製
造
で

は
､

す

で

に
一

九

五

三

年
か

ら

通

産
省
の

指
導
下
に

設
備
調

整
の

た

め
の

不

況
カ

ル

テ

ル

が

繰
り

返
し

結
成

さ

れ

て

来
た

し
､

一

九
七

八

年
の

構
造

不

況
法
で

ほ
一

九

八
三

年
ま
で

の

設
備
廃
棄

･

新
設
制
限
を

指
導
し

て

い

る
｡

β3 2

'

◆,.
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●
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ー
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ト
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( 3 3 ) 蘇鮭産業 の 構造 調盤と輸 入政策

ヰ

､

†

ノ

ケ

血
ワ

､

叫

叫

吋

触
W

硝

叫

｡

企

業
に

よ

る

自
発
的
調

整
七

政

府
の

調

整

援
助
に

ょ
っ

て

繊
維

産
業
の

構
造

調
整
は

ど
の

よ

う
に

進
行
し

た

か
､

H
化
繊
製
造

･

紡
績
の

大
企
業
グ

ル

ー

プ
､

肖
織
布
段
階
の

産
地

中
小

企
業
グ

ル

ー

プ
､

肖
産
地
の

零
細
企

業
グ

ル

ー

プ

に

三

分

し
て

調
べ

よ

う
｡

H

大
企

業
に

と
っ

て

は

多
様
な

調
整
方

向
が

可

能
で

あ
っ

た

し
､

ま

た

実
際
に

選
択
さ

れ

た

基
本
的
な

調

毛
方

向
も

企
業
間
で

異
な

る
｡

高
度
に

省
力
化
を

進
め

た

綿
紡
績
工

場
は

エ

ネ
ル

ギ

ー

費
高
騰
前
に

は

発
展
途
上

国
の

低
賃
金
と

十

分

競
合
し

う
る

も
の

だ
っ

た
｡

二

化
栽
メ

ー

カ

ー

は

ア

ジ

ア

地

域
中
心
に

化

繊
製
造
工

場
を

配
置
し
て

原
料
供
給
網
を

整
備
し
た
.｡

こ

れ

と

途
上

国
の

投

資
奨
励
政

儲
に

誘
わ

れ

て
､

大

紡
績

企
業
に

ょ

る

紡
織
工

場
設
立

が

活
発
化

し
た

｡

一

■
九
六

五

1
七

五

年
間
の

繊
維
企
業
に

よ

る

海

外

投
資
件
数
ほ

一

二

七
に

達
す
る

｡

他
方
別
の

化
繊
製
造
企
業
は

医

薬
品

･

化
粧
品

･

合
成

樹
脂
等
の

関
連
化
学
分

野
に

進
出
し

た
｡

稔
売
上

げ
に

占
め

る

非
繊
維
部
門
売
上

げ
の

シ

ェ

ア

は
一

企

業
で

五

四

%
､

一
他
の

六

企
業
で

ほ

二

五

-
三

八

%
に

達
す
る

｡

二
､

三

企
業
が

合
同
し

て

共
同
販

売
会
社
を

設
立

す
る

動
き
■
も

活
発
で

あ

る
｡

他

方
過

剰
設
備
残
存
に

よ

る

経
費
負
担
は

こ

の

よ

う
な

前
向
き

の

諷

姿
勢
カ
の

足
か

せ

と

な
っ

て

き

た
｡

紡
績
業
界
ほ

一

九

五

三

争
か

ら

市
況

悪
化
の

度
毎
に

不

況
カ

ル

テ

ル

を

申
請
し
て

､

生

産

調

整
･

設
備
凍
結

･

廃
棄
を

行
な
っ

て

き

た
｡

一

九

七

〇

年
代
初

め

ま
で

急
成

長
し
た

化

繊
業
界
も

原

料
高
と

需
要
減
に

悩
ん

で
､

一

九

七

八

年
構
造
不

況

業
種
に

指
定
さ

れ
､

一

九

八
三

年
ま
で

に

予

想

さ

れ

る

設
備
過

剰
分
の

共

同

廃
棄
計

画
を

進
め
て

い

る
｡

日

中
小

規
模
以

下
の

企

業
に

と
っ

て

海
外

投
資
や

他

分

野
へ

の

転
出
の

途
は

き

わ

め

て

限
ら

れ

て

い

る
｡

政
府
援
助

を

受
け
て

の

ス

ク

ラ

ッ

プ
･

ア

ン

ド
･

ビ

ル

ド

が

調

整
の

主
体

と

な
っ

た
｡

特
蘇
法
の

下
で

の

構
造

改
善
事
業
は

､

各
産
地
の

同
農
組
合
に

､

都
府
県
庁
の

指
導
の

下
で

､

老

朽
設
備
廃
棄
や

自
動
化
⊥

近

代
化

設

備
ビ

ル

ド

の

計
画
を

作
成
さ

せ

る
｡

そ

の

個
別
企
業
へ

の

配
分

ほ

企

業
か

ら
の

申
請
と

能

力
を

勘
案
し

て

取
合
が

行
な
い

､

組
合

保
証
の

下
に

中
小

企
業
振
興
事
業
団
か

ら

融
資
(

必

要
資
金
の

七

〇

%
､

二

年
据

置
後

一

〇

年
返
還

､

金

利
七

こ
ハ

%
)

が

与

え

ら

れ
る

｡

離
合
は

さ

ら
に

転
廃
業
着
か

ら

設

備
の

買
上

げ

廃
棄
を

行

な

う
｡

そ
こ

で

目

指
し

た

の

は

設
備
近

代
化

･

企
業
観
横
拡
大
を

通

じ
て

産
地
の

競
争
力
の

回

復
で

あ
っ

た
｡

こ

こ

で

ほ
.
綿

･

ス

フ

織
物
業
と

網
･

人

絹
織
物
業
(

と

も
に

化

蘇
原
料
が

中
心
)

の

二

つ

に

つ

い

て

調
べ

よ

う
｡

表
6

-
8

に

は

特
蘇
法
下
で

の

構
造

改

善
事
業
に

つ
■一
い

て

両

業
種
の

絵
体

的
実
績

脚



一

棟論叢 第八 十五 巻 第五 号 ( 如)

表 6 旧構造 改 善事業と その 成果

綿 ス フ 織物 工 業 細 入絹 ･ 織物 工 業

19 6 6 年度 1 9 7 3 年 虔 1 9 7 3 年皮 1 9 6 6 年度 1 9 7 3 年度 1 9 7 3 年度

実 績 目標 実績 実筋 目棟 実 繚

4

9

2

1

2

d
7

1

つ
J

5

8

9

9

5

1

1 3

1 5 3

3

0
0

′
-

U

2

7

4

4

0

2

1

7

1

1

3

0

0

0

-

ヽ
U

1

9

0

〇

.
〇

′

0

5

4

48

2 0

4 0

2 4

6

′
+

U

3

1

2

3

2

4

q
ノ

5

4

2

つ
J

Q
U

q
ノ

2

2

0

7

1

4

4

0

0

5

1

1

0

4

2

2

′
h

U

1

0

-

)ヽ

0

8

9 3 7

1 1 7 7

0 1 9 4

4 4 8

7 9

4 7 .

1

4

4 0 7 .5 - 1 5 .
2

1 5 6 0 5 3 0 1 4 7 8

3 0 .0 2 2
.7

2(; .4 3 2 .8

45 .3 5 .2

17 .6 2 8 .4

(1)独 立 企業及 グ′レ ー プ 数 9 8 0 0 4 8 0 0

1 8 10 0 1 1 3 5 0 0 0

4 2 15 9 5 3 6 9 0 0 0

4 7 06 5 7 7 1

1 7 6 6 1 3 4 9

4 2 .5 7 6 . 9

2 6 4 3

15 67

( 2)従 業 員数 ( 人)

( 3)織機 台数 ( 台)

( 4)生 産 量 ( 百万 m
乏

)

(5)輸 出 量 ( 百 万 m り

(6)平均 敵機台数

(3) ÷(1) ( 台)

(7)物的 生 産 性

(4) ÷ (2) ( 千 m
2

/ 人)

(8) 1 人 あた り付 加 価値 5 1 2

3 1
.
6 5 6 .9

3 7 .5 2 3 .3

( 千 円)

(9)自動化率

( % )

(瑚輸出此 率

(5) ÷ (4) ( % )

(出所) 液姫工 業林道改善事業協会 『特定農布兼構造改善事業の 実棟梁料』 1 9 7 4 年 2 - 3 ページ ｡

を

要
約
し
て

い

る
｡

一

九

六
七

-
七

三

年
度
間
で

従

業
見
数
減

似

少
は

目

標
を

上

回
っ

て

実
現

し
た

が
､

企
業
数

･

織
機
台
数
の

(

7
)

削
減
は

か

な

り

目

標
を

下

回
っ

た
｡

織
機
台
数

･

従

業
員
数
で

測
っ

た

平
均

企
業
規
模
は

縮
小

し

た
｡

し

か

し
こ

れ

は

給
体

的
数
字
で

あ
っ

て
､

そ
の

内
部
で

の

階

層
別

分

化
の

傾
向
に

注
目
す
べ

き

で

あ
る

(

表
9

参
照
)

｡

綿
･

ス

フ

織
物
業
で

は

従

業
員
数

一

〇

名

以

上
の

層
は

企

業
数
で

も

従

業
員
数
で

も

軒
並

み

に

減
少

し
て

､

逆
に

九

人
以

下
の

零
細

企

業
層
が

ふ

く

ら
ん

だ
｡

こ

の

急
速
な

調

整
の
■
推
進
力
と

な
っ

た

の

は

若
年
女

子

労
働
の

確
保
が

近

年
き

わ

め

て

困

難
に

な
っ

て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

家
族
労
働
と

少
数
の

縁
辺

労
働
で

は

九

名

以

下
の

規
模
の

確
保
が

や
っ

と

で

あ
っ

た
｡

し
か

し

構
造

改

善
事
業
に

ょ
っ

て

織
機
の

自
動
化
が

推
進
さ

れ

た

こ

と

で
､

従

業
員
数
削
減
が

可
能
に

な
っ

た

こ

と

も

見
過

さ

れ

て

は

な
ら

な

い
｡

一

〇

人
以

上

屈
も

出
荷
額
で

の

シ

ェ

ア

の

減
少
は

ず
っ

と

小

幅
で

あ

る
｡

二

人

あ

た

り

出
荷
額
を

と
る

と
､

一

〇

人
以

下

層
で

も
っ

と

も

低
く

､

従

業
員
規
模
と

と

も
に

上

昇
し

て
､

三

〇

人

以
上

で

横

這
い

に

な
る

が
､

こ

の

格
差
は

一

九
六

六

年
の

二
･

四

倍
か

ら
一

九
七

三

年
三
･

一

倍
､

一

九

七

八

年

四
･

五

倍

と

拡
大
し

て

い

る
｡

こ

れ

は

小

中
規
模

層
で

の

構
造
改

善
事
業

十･

ノ

イ

ネ

r

書

■
･
†-

が

.

ト

【

辞
b

恥

恥

も



(‾3 5) 織姫産業の 構 造調 整七 輪入 政 策

表了 織機 ビ ル ドと 廃棄案蹟 ( 単位 : 台)

線 ス フ 絹 ･ 人絹

織機 ピノレ F 実績 (1 9 6 アーア3 年度)

(1)普通 織機

(字)自動織機

(3)超 自動 織機

(4)合 計

(5)織機 ピノレ ド比 率 ((4) ÷ 6 6 年度末織機台数)

過 剰設 備 処 理 実績

(6)特 定 織機上 の せ 廃 棄 ( 6 7 - 7 3) .
(7)転 廃 業者買取 廃棄 (6 6 - 7 0)

(8)対 米輸出規制 に 係 る買取 廃 琴 ( 7 1)

(9)臨時繚維産業特別 対策 ( 7‾1 - 7 2)

(畑 (6) - (9) の 合 計

(川織機廃 棄此 率 ((畑 ÷ 6 6 年度未織機 台数)

畑 中小 企 美事衰転換法 に も と づ く設 備 共 同廃 棄

(7 7 - 8 0) ( 廃 棄前_台 数 に 対 す る 此 率)

3 1 5 1 66 7 5

85 9 8 7 5 5 3

2 0 8 1 7 93 3 3

32 5 66
.

2 45 6 1

1 1 .0 4 % 1 2 .8 2 %

2 0 2 1 3 1 25 1 8 _
4 1 6 8 1 7 5 1

2 7 9 7 2 1 7 9 2 9

3 0 0 8 1 3 6 95

8 2 4 3 4 3 5 8 9 3

1 9 .5 5 % 1 4 .6 4 %

7 5 2 2 1 2 0 7 4 4

2b % 1 2 %

( 出所) 『特定織布業構造改善事業の 実績資料』, 及 び通産省資料 ｡

表8 旧構造 改 善事業 へ の 参加 比 率

” 5 台 6 ” 1 0 1 1 ” 2 0 2 1 ” 4 0 4 1 ” 1 0 0 1 0 1 - 5 0 0 5 0 0 ･ 一 合計

続 ス フ 兢 物 工 業 ､

(a)全 企 業数

(b)構改 参加企業数

(b) ÷(a) %

網 ･

人 絹織物 工 業

( a)全企 業 数

(切構改 参加 企 業数

(も) ÷( 乱) %

7 47 2 3 9 5 3 0 5 0 1 8 6 0 1 1 2 3

7 1 3 0 4 5 9 5 0 3 3 7 0

0 .9 5 .4 1 5 二0 2 7 .0 3 2
.9

3 49 2 4 6 4 3 5 5 3 9 3 1 6 8 1 8 7 1

6 1 2 1 6 6 0 6 7 8 2 7 5 2

1
.
7 4 .7 1 0 .9 2 4 .7 4 0 .2

3 97 2 2 95 9 4

2 7 9 2 9 17 7 7

7 0 .3 1 3 1 .8 1 8 . 5

68 0 4 1 1 94 3 9

5 00 4 0 30 3 7

7 3 .5 9 7 .5 15 .6

( 出所) 耗維工真横進攻善事業協会 『特定織布業構造改善事業 の 実績資料』1 9 7 4 年 4 5 0- 4 5 3 ページ ｡

( 注) 全企糞数 は 1 97 4 年 3 月末 の 数字 ｡

効
果
の

一

端
を

示

し
て

い

る

と

考
え

ら
れ

る
｡

絹
･

人

絹
織
物
業
(

紙
幅

制
限
の

た

め

規
模

別

構
成

変
化
の

表

は

省
略
)

に

つ

い

て

も

同

じ

ょ

う
な

階
層
分

化
と

生

産

性
格
差

増
大
の

傾

向
が

見
出
さ

れ

る
｡

肖

′
他

方

零
細

企
業
層
は

ほ

と

ん

ど

構
改

事
業
に

参

加
し

て

い

な

い

(

8
)

(

表
7

参
照
)

｡

典

型
的
な

零
細

企

業

の

実
態
は

つ

ぎ

の

よ

う
に

描
か

れ

よ

(

9
)

う
｡

農
家
の

納
屋

緋

■

′

ヰ†

I l

峨
■

絹

叫

J

→



一 橋 論叢 弟八 十五 巻 第五 号 ( 3 6 )

を

改
造

し
た

エ

瘍
に

､

旧

式
織
機
が

一

〇

台
､

従

業
員
は

企
業
主

と

妻
お

よ

び

娘
の

三

人
で

あ

る
｡

娘
の

夫
は

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

で
､

近

く
の

大

中
都
市
に

通

勤
し

て

い

る
｡

企
業
主

は
一

九
五

三

年
の

繊
維
ブ

ー

ム

時
に

工

場
を

始
め
た

が
､

そ

の

前
は

も
っ

と

大
き

な

織
物
工

場
で

働
い

て

い

た
｡

す
で

に

六

十

歳
に

近

く
､

後
継
は

い

な
い

｡

■
小

さ

な

周

畑
が

あ
っ

て

米
･

野
菜

･

果
物
を

栽
培
し

､

自

家
消

費
分
と

若
干
の

現
金

収
入

を

得
て

い

る
｡

企

業
主
は

熟
練
し

た

織
工

で

あ
っ

て
､

自
分
の

織
横
の

音
を

聞

い

た

だ

け

で

故
障
の

原
因
が

分
る

し
､

常
に

機
械
の

整
備
を

怠
ら

な
い

｡

下

請
関
係
で

内
需

用
の

ゆ
か

た

地
や

単
純
デ

ザ

イ
ン

の

輸

出
用

先

染
生

地

を

織
っ

て

い

る

が
､

糸
と

デ

ザ
イ

ン

ほ

親
企

業
か

ら

支
給
さ

れ

る
｡

そ

れ

を

期
日

ま
で

に

仕
上

げ
て

､

織
工

賃
を

も

ら

う
が

､

不

況

で

工

賃
が

低
く
な

る

と
､

機
械
を

止

め
て

景
気
回

復
を

待
つ

｡

構
造
改

善
事
業
に

は

参
加
し

な
か

→

た

が
､

そ

れ

は

後
継
者
も

お

ら

ず
､

.

白
身
で

融
資
返

済
す

る

ま
で

働
け
る

あ

て

が

な
い

か

ら

で

あ

る
｡

し
か

し

あ
と

五

-
一

〇

年
､

働
け
る

か

ぎ

り

は
､

自
分
か

ら

生

涯
の

仕
事
を

止

め
る

気
は

な
い

｡

こ

の

よ

う
な

家

族
労
働
工

場
だ

け

で

事
業
所
数
の

八
七

%
､

従

業
員
数
の

四

七

%
､

出
荷
額
の

二

六

%

を

占
め
て

い

る

(

表
9

参

照
)

｡

こ

れ

ら

零
細

企
業
ほ

世

代
交

替
に

ょ

る

廃
業
を

待
つ

以

外

に

調

整
策
心

な
い

｡

蔵
維
産
地
は

■
っ

ぎ
の

よ

う
な

特
徴
を

備
え

た
､

優
れ

た

生

産
組

織
で

あ

る
｡

肘

枕
･

窮
･

染
･

仕
上

げ
の

熱
線
と

′

ウ
ハ

ゥ

の

蓄
積

㈲

多
数
の

熟
練
小

企

業
が

多
品
種

二
商

品

質
の

小
口

ッ

ト

生

産

に

特
化

㈲

原
料
(

娼
､

綿
か

ら

化

絨
へ

)

､

品

種
､

市
場
の

変
化
に

成

功
裡
に

対

応
し
て

き
た

能
力

㈲

平
均

四

〇

1
六
〇

%
､

高
い

も
の

は

八

〇

%

を

超
す

高
い

輸

出
比

率
を

達
成
し

た

競
争
力
･

こ

の

よ

う
な

産
地

組
織
の

利
点
は

将
来
も

活
用
す
べ

き

も
の

で

あ

り
､

今
後
と

も

輸
出
競
争
の

変
化

､

国

内
市

場
で

の

輸
入

品
と
の

競
合
激
化
の

中
で

､

高
殻
品

･

差
別

化

晶
生

産
の

非
価
格
競
争
力

を

生
か

し
た

方

向
へ

､

産
地
の

企
業
観

織
を

再
編
成

す
る

こ

と

が

考
え

ら
れ

る
｡

特
続
法
の

下
で

の

旧

構
造

改
善
事
業
ほ

有
力

中
規

模
企

業
を

中
心

と

し
た

設
備
近

代
化

･

生

産
性
上

昇
に

貢
献
し
た

｡

新
繊
維
法
の

下
で

の

新
し
い

構
造

改

善
の

方

向

(

知
識
集
約
化

､

施
設
共
同
化
)

ほ

そ

れ

を

さ

ら
に

促
進
す
る

と

期
待
さ

れ

る
｡

し

か

し

す
で

に

見
た

よ

う
に

設
備
廃

棄
方

式
が

こ

の

産
地

組
織

再
編
成
に

ど

の

よ

う
に

貢
献
し
た

か
､

問
題
と

す
べ

き

点
が

多
い

｡

β3 β

斗
-

ノ
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ぺ

庫
1

r

ト
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( 3 7 ) 秩綻産業の 構 造 調整 と輸入 政 策
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表
9

に

見

る

よ

う
に

共
同

廃
棄
が

中
断
し
た

一

九

七
三

-
七

八

年

間
に

も

階
層
分

化
は

以

前
に

も

増
し

て

進

行
し

､

綿
･

ス

フ
､

娼
･

人

絹
両

業
種
で

､

零
細

規
模
層
の

事
業
所
数

･

従

業
者
数
も

減
少
し
た

｡

政
■

府
の

設
備
廃

棄
援
助
よ

り

も

円

高
･

輸
入

増
加
の

市

場
競
争
圧

力
の

方
が

構
造

調

整
の

強
力
な

推
進
力
と

な
っ

て

い

る

と

言
え

る

の

で

は

な

か

ろ

う
か

｡

五

結
び

二

-
四

節
の

分
析
に

む
と

づ

小

て

日

本
の

級
推
産
業
の

調

整
過

(

m
)

程
の

評
価
を

ま

と

め

よ

う
｡

川

.
欧
米
に

比
べ

て

日

本
の

調
整
は

急

速
で

あ
っ

た
｡

輸
出
減
退

が

先

行
し

､

輸
入

増
大
が

続
い

て

進
行
し

た

が
､

そ

の

い

ず
れ

に

対

し
て

も

日

本
の

織
推
企
業
は

何
と

か

対

処
し
て

き

た
｡

仰

急
速
な

調

整
が

で

き

た

理

由
は

競
争
圧

力
が

維
持
さ

れ

た

こ

と
に

あ
っ

た

と

思
わ

れ

る
｡

そ

れ

は

国
内
で

の

輸
入

圧

力
の

み

で

な

く
､

輸
出

競
争
や

円

高
の

よ

う
に

政

府
の

保
護
政

策
で

庶

断
し
に

く
い

も
の

で

あ
っ

た
こ

と
に

も
よ

る
｡

そ

の

中
で

大
企

業
に

ょ

る

海
外

直
接
投
資
や

関
連
分

野
へ

の

転
換
が

自
発
的
に

行
な

わ

れ

た

の

で

あ
る

｡

㈱

政

府
の

調

整

攫
助

政

策
の

主
体
ほ

ス

ク

ラ

ッ

プ

と
ビ

ル

ド

で

ぁ
っ

た
｡

中
小

企
業
に

対

す
る

近

代

化
ビ

ル

ド

ほ

限

定

的
な

■
成

脱

臭
を

上

げ
え

た

が
､

ス

ク

ラ

ブ

プ

援
助
の

や

り

方
に

ほ

問
題
が

(

1 1
)

多
い

｡

㈲

零
細
企
業
層
ほ

政

府
の

調

整
援
助

政

策
か

ら

も

外
れ

て

残
存

し
て

､

構
造

調

整
の

総
体

的
成
果
を

低
め

て

い

る
｡

こ

れ

ほ

あ

と

五

-
一

〇

年
間
世

代
交
替
に

よ

る

廃
業
を

待
つ

以

外
に

な
い

の

で

あ
っ

て
､

そ

れ

な

り
の

自
発
的
調

整
を

行
な
っ

て

い

る

と

言
え

よ

う
｡

以

上

を
ま

と

め

て
､

今
ま
で

の

と
こ

ろ

日

本
の

繊
維

産
業
調

整

は

欧

米
に

比
べ

る

と

う
ま

く

進
ん

で

き

た
L

三
一
一

日

え

よ

う
｡

過
去
三

〇
年
間
の

日

本
の

織
維
産
業
を

と

り

ま

く

国
際
環
境
の

大
き

な

変

化

を

考
え
る

と

き
､

こ

の

こ

と
は

決
し

て

過
小

評
価
す
べ

き

で

な

い
｡

お

そ

ら

く
そ

れ

に

も
っ

と

も

貢
献
し

た

の

は

輸
出
市
場

･

国

内

市
場
で

の

途
上

国
産
品
に

よ

る

競
争
圧

力
で

あ
つ

た

と

推
定
さ

れ

る
｡

国
内
の

調

整
援
助

政

策
は

設
備
近

代
化

面
で

は

そ

れ

な

り

の

成

果
を

上

げ
え

た

が
､

過

剰
設
備
廃
棄
の

面
で

は

産
業
自
体
の

構
造

調
整
に

ど

の

程
度

貢
献
し
た

か

明

ら

か

で

な
い

｡

･

今
日

､

廟
維
輸
入
の

増
加
が

続
く

中
で

､

絨
推
業
界
側
の

輸
入

規
制
要
求
が

高
ま
っ

て

き

た

が
､

現
在
の

自
由
輸
入

改

廃
を

変
え

る
ぺ

き

で

は

な
い

と

主

張
し
た

い
｡

そ

れ

は

ま

ず
第

一

に
､

日

本

▲
､

′

→

ぺ

甘

叶

い

叫
町

し

.

臥

ト

L
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斗

､

←

人

血
サ

,

叫

絹

叫

､

1

の

輸
入

規
制
へ

の

踏
み

切
り

は

M

F

A

を
一

層
強
化

さ

せ

て
､

繊

維
品
の

管
理

貿
易

体

制
を

完
成
さ

せ

て

し

ま
い

､

途
上

国
の

輸
出

工

業
化
を

阻

害
す
る

か

ら
で

あ

る
｡

第
二

に
､

今
や

巨
大
な

織
維

輸
出
供
給
力
を

も
っ

た

東
･

東
南
ア

ジ

ア

の

途
上

国
グ

ル

ー

プ

に

隣
接
す

る

日

本
の

地
理

的

状
況
か

ら

考
え
て

も
､

輸
入

規
制
に

よ

っ

て

彼
等
に

門
戸
を

閉
ざ

す
の

で

な

く
､

そ
の

供
給
余
力

を

部
分

的
に

吸

収

す
る

の

み

な

ら

ず
､

他
の

先

進
国
へ

の

放
出
を

促
進
す

る

政

策
の

方
が

賢
明
で

あ

る

か

ら
で

あ

る
｡

そ

し
て

第
三

に
､

輸
入

規
制
論
者
の

主

張
と

は

逆
に

､

日

本
の

繊
維
産
業
の

調

整
は

む

し

ろ

自
由
輸
入

下
の

競
争
圧

力
に

ょ
っ

て
､

も
っ

と

も

有
効
に

､

望
ま

し
い

方

向
に

促
進
さ

れ

る

と

考
え

る

か

ら
で

あ
る
｡

そ

れ

は

日

本
の

繊
維
産
業
が

な

お

残
し

て

い

る

非
価

格

競
争
力
と

日

本
市

場
の

高
級
品

志

向
か

ら

推
し

て
､

輸
入
が

壊

滅
的
に

増
大
す
る

の

で

な

く
､

零
細

企

業
も

含
め
た

非
効
率
部
分

の

自
発
的

廃
業
と

､

残
存
グ

ル

ー

プ

の

効
率
的
再

編
成
を

通

じ
て

､

輸
入

増
大
と

輸
出
持
続
と

が

釣
り

合
っ

た

水

平
分
業
化
の

方

向
で

あ
る

｡

(

1
)

｢

活

力

あ
る

絨
推
産

業
へ

試
練
+

日

本

経

済

新

聞
､

一

九

八
一

年
二

月
一

三

日

号

夕
刊

｡

(

2
)

輸
入

自
由
化

政
策
の

詳
細
に

つ

い

て

は

H

p

勺
¢
i

ぺ
p

臼
p
N

P

司
p

.

:

H

ロ
の

蒜
P

翌
日

粥

-

m
p
O
r
t

p

p
ロ

d

S
t

2
【

巾
t

弓
巴

A
d
j
一

誌
t

m
O

n
t

O
{

t

訂
】

p
勺
P

n

望
e

T
①

已
i
-

e

I

n
n

F
s

t
H

†
∵

り

訂

b
昌
乳
息

V

叫

達
内

的
岩

･

逮
Q

芸
訂
h

.

く
○
-

.

-

00
.

宅
〇
.

♪

ロ
e

c

e

m
b

雫

-

冨
○

参
照

｡

(

3
)

後
述
の

通

産

省
に

よ

る

輸
入

業

者
に

対

す
る

行

政

指
導
を

重

視

す
る

と
､

こ

う
言
い

切

る

こ

と
に

は

反

論
が

で

よ

う
｡

二

〇

〇

〇

余

の

輸
入

業
着
に

対

す

る

行

政

指

導
の

輸
入

制
限

効
果
の

実

態

は

把

握

困

難
だ

が
､

そ

れ

を

欧

米
諸

国
に

よ

る

輸
入

数

量
制

限

と

同

列
に

諭

ず
る

ぺ

き

で

ほ

な
い

｡

ま
た

複
碓
な

流
通

組

織
の

輸

入

制

限

効
果
が

指
摘
さ

れ

る
｡

こ

れ
に

つ

い

て

も

百

貨
店
や

量
販

店
に

ょ

る

直

接
輸

入

等
の

短
絡

化

が

行

な

わ
れ

て

部
分
的
に

匡
正

さ

れ

て

き
て

い

る
｡

ぺ
p

ヨ
p
N

P

W
p

上

掲

論
文

参
照

｡

(

4
)

織
線
輪
入

規

制
論
に

つ

い

て

は
､

江

本

晴

彦
｢

輸
入

制

限

問
題

を

考
え

る

-
日

本

紙
推

産
業
へ

の

提

言
+

『

化

繊
月

報
』

一

九

七

四

年
十

一

月
､

平

井
東

幸
｢

新

興
工

業
国
か

ら
の

繊

維
製

晶

輸
入

増

大
の

影

響
+

『

関

税

調

査

月

報
』

三

二

巻
､

一

号
､

-

九

七

八

-
七

九
｡

(

5
)

日

本

繊
維
新

聞

社

『

絨
雄
牛

鑑
』

一

九

八

〇
､

一

九

七

-
二

〇

三

頁
｡

(

6
)

雇
用

安
定

資
金

制
度
(

一

九
七

八

年
か

ら
)

及
び

特

定

不

況

業

種
離

職
者
臨

時
措

置
法

(

一

九
七

八

年
か

ら
)

が

主

な

雇
用

調

整
援

助
で

あ

る
｡

(

7
)

表
7

の
一

九

六

七

1
一

九
七

三

年
度
間
の

ビ

ル

ド

を

上

回
る

ネ

ッ

ト

の

廃
棄
率

(

対
一

九
六

六

年
度
末
織
機
台

数
此
)

ほ

綿
･

ス

フ

放
物

業
で

九
･

七

%

だ
が

､

表
6

の

同

期
間

の

織
機
台
数

ほ

対
六

六

ββ9



一 棟論叢
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年
台
数

比
で

四
･

七

%
減
で

あ

り
､

そ

の

差

五
･

.
〇

%
は

｢

白

魚
増
+

(

?
)

と

な
る

｡

嫡
･

人

絹
織
物
業
で

の

同

様

の

数

字

は
､

鈍
磨

棄

率
三

･

二

%
に

対
も

て

実
膚
は

二

六
･

七

%

増
で

あ

り
､

｢

自
然
増
+

は
二

九
･

九

%
と

な

る
｡

(

8
)

従

業
員
数

一

-
三

人

層
が

織
機
台

数
一

〇

台
以

下
に

､

四

-
九

人

層
が

一

一

-
三

〇

台
に

対

応

す
る

と

推
定
さ

れ

る
｡

(

9
)

以

下

ほ
一

九

八

〇

年
夏
三

河
産

地
で

の

著
者

自

身
の

実
見
に

基

づ

く
｡

(

1 0
)

政

府
の

調

整

援
助
の

香
定

的

評

価
に

つ

い

て

は

米
沢

義
衛
｢

織

錐
工

業
の

構
造

調

整
+

関
口

末
夫

崩

『

日

本
の

産

業
調

整
』

日

本

経

済
新

聞
社

近

刊
参
照

｡

■
米
沢

氏
は

事
業
所
数
や

設

備

数

変
化
の

数
量

基
準
に

加

え
て

､

窺
済
的

基
準

(

利
潤
率
椿
差

や

倒
産
率
)

に

照
し

て
､

一

九

六

七

-
七

三

年
間

に

明

瞭
な

改

善
が

認

め

ら
れ

な
い

と

す

る
｡

し
か

し
､

①
米
沢
氏
の

数

量
基
準

は

繊
維
産
業
を

耗
体

的
に

見

て

お

り
､

内

部
め

階

層

分
化

(

特
に

補
助

金

を

受
け

な
い

零
細
層
の

存
在
)

が

考
え

ら

れ

て

い

な
い

､

㊥
経

済
的

基

準
は

間

接
的

相
模
で

あ

り
､

■
調

整
援
助
が

比

較
劣
位

化

と
■
い

う

与

件
を

相

殺
す

る

ほ

ど

強

い

効
果
を

も
つ

と

考
え

ら

れ

る

で

あ

ろ

う

か
､

と
い

う

難
点

が

あ

る

と

思

わ

れ

る
｡

(

1 1
)

個
々

の

兢
推
産
地

は

有

機
的

組

織
体
で

あ
っ

て

個
別
の

特

徴
を

も

ち
､

そ

の

調

盤

実

演
も

異
な
る

｡

ま
た

構
造

改

革
事

業
の

実

施
単

位
で

あ

る

か

ら
､

そ

れ

ぞ

れ
に

成

果
評
価
の

対

象
と

な

り

う

る
｡

そ

こ

で

産

地

別

デ
ー

タ

を

用
い

て

補
助

金

支
出
と

そ
の

成

果
と
の

相

関

分

析
が

考
え

ら

れ

る
｡

予

備

的

分

析
に

ょ

る

と
､

織
機

台

数

あ
た

り

補
助

金

額
が

高
ま
る

ほ

ど

廃

棄
･

ビ

ル

ド

比

率

も

高
ま
る

傾
向
が

あ

る
｡

し
か

し

そ
れ

は

自

動
化

率
の

上

昇
と

は

弱
い

順
相

関
が

あ

る

海

度
で

､

物
的

生

産

性
上

昇
や

一

人

あ

た

り

付

加

価
値
増
加
と

の

順
相

関

は

有
意
で

な
い

｡

こ

れ

ら

の

経
済
的

基

準

と
の

相

関
.

を

高
め

る

要

因
と

し
て

産
地

毎
の

主

要
生

産
物

種
類
や

そ
れ

に

対

す
る

国

内
･

輸

入

競
争
圧

力

等
の

変
数
が

説
明

力

を

も
て

ば
わ

れ

わ

れ

の

結
論
が

支

持
さ

れ

よ

う
｡

(

一

橋
大

学

教

授
)

β4 0

∫

ノ

.

→

ヰ
血

叩
.

′

▲

叶

f

い

血
-

し

恥

抑




